
トマトの果実障害対策としてのカルシウム、ホウ素の影響と対応

昨年の猛暑で各作目ともに大きな影響を受けました。対策には、植物の生理を理解し、

対応していくことが必要です。今回は、トマトの尻腐れや裂果に対する、カルシウムとホ

ウ素に着目した対策について紹介します。
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（園芸第二班  黒木雄二）   



牛舎の暑熱対策について

ウシの適温域を超えるのは３月からです！

送 風 や ミ ス ト な ど 様 々 な 暑 熱 対 策 が 行 わ れ

て い ま す が 、 今 後 さ ら に 考 え て い く 必 要 が

あります。

暑熱ストレスにより、乳量や増体量の減少、

妊娠率の低下など大きな影響があります。

表１ ウシの適温域          表２ 西部管内の最高気温と平均気温

◎令和６年度の調査結果（ドローンを活用した暑熱対策）

空間温度を下げるためには、屋根の裏面温度を下げることが効果的と言われています。
ドローン作業受託組織と連携し、牛舎屋根へ遮光塗料塗布の実証試験を行いました。

ドローンのメリット
✓屋根に上らずに作業できるため高所リスクがない
✓屋根の補修、洗浄をせずに直接塗布が可能
✓施工時間が短い

８ 日 間 測 定 を 行 っ た

と こ ろ 、 平 均 8.2℃

の効果あり◎

写真１ 遮光塗料あり        写真２ 遮光塗料なし

振興局では、以下の機器を用いた牛舎環境の測定も可能です。

① 風速計
② サーモグラフィーカメラ（気温の高い部分、低い部分を色

で判別できます）(右写真参照)
③ 温湿度データロガー（温度と湿度を経時的に記録します）

…農場の環境を可視化できます。
興味のある方は振興局までご相談ください。

（畜産班・野原）



春の農作業安全確認について

春作業が行われる 3～5 月は、乗用トラクターなどを使用する頻度が高くなるため、今

一度事故防止対策と被害軽減対策を実施しましょう。

農業機械作業に係る死亡者数は依然として高い水準にあり、事故防止のため日頃からの

安全確認強化が重要となります。

○事故防止のため農業機械の転落・転倒対策の徹底しましょう

乗用トラクターなどの農業機械の転落・転倒による死亡事故が多く発生していること

から、以下の対策を徹底しましょう。

（営農推進班 吉武）

〈令和４年に発生した農作業死亡事故の調査結果〉

【被害軽減対策】           【事故防止対策】

・シートベルトとヘルメットを着用   ・ほ場周辺の危険箇所の確認・危険回避

・安全フレーム付きトラクターの利用   行動の実践（危険箇所での減速、迂回

→両方対策することで初めて有効に  ルートの設定など）

働きます。            ・危険箇所の改善（道路端や曲がり角の

草刈り、路肩の補強など）

                   ・作業機によってはフロントウェイトを装

着して前後バランスを改善

                   

出典：農作業死亡事故調査（農水省）より

農業機械事故による死亡の要因要因別の死亡事故発生状況

出典：農作業安全のススメ（ヤンマー）より

シートベルトの着用により

転落・転倒時の死亡率は 1/8 に！

出典：農作業安全対策（農水省）より


